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小学校５年生の自然体験活動も人生で一度きりです 

                                 所 長 名古 善晃  

 

 ６月 10 日、３月１日に施設利用を自粛して以来、３カ月ぶりに小学生の声が自然の家に響き

ました。新型コロナウイルス感染防止のため今年度に入り、６月末までに 85 団体に期日変更や

利用自粛をいただいております。７月以降、宿泊利用を再開いたしましたが、利用人数の制限や

テント泊や野外炊さんなどの活動制限も引き続いております。自然の家では、下の写真のように

感染防止に配慮してまいります。利用団体の皆様方にも、協力をお願いすることが多々あります。

皆様方に、大変なご迷惑、ご不便をおかけしますことを、まずはお詫び申し上げます。 

 東京オリンピックが延期となり、新潟まつりや長岡まつり大花火大会も中止が決定しました。

学校はようやく再開したものの、夏の全国高校野球選手権大会をはじめとして様々なスポーツ大

会やコンクールなどが中止となりました。小中学校でも、修学旅行や運動会・体育祭、合唱コン

クールなどの開催について苦慮されておられることと推察します。 

私も小学５年時に、宿泊活動をしました。カレーを作ったこと、キャンプファイアをしたこと、

就寝前に担任の先生から怖い話を聞かされたこと・・・今でも楽しく思い出されます。甲子園大

会とは、比較にならないくらい些細なことかもしれませんが、カヌーや野外炊さん、オリエンテ

ーリングなどの自然体験活動や集団宿泊活動ができないことは、大変残念なことです。カヌーの

楽しさを、一生知らないまま過ごす子も出てくるのではないかと侘しく感じます。 

一方、学校が休校となり今まで以上にオンライン授業が注目を浴びました。インターネットの

環境整備は、今後ますます進むことと思われます。しかし、ＡＩ時代を迎えても、自然体験活動

や集団宿泊活動を通した人と人との関わりの重要性は変わることはありません。協力すること、

助け合うこと、友達を大切にすること等、人としての資質を学ぶ大切な機会の一つです。いじめ

や不登校、ニート等の青少年を取り巻く状況は深刻になっています。豊かな人間性や社会性を育

み「生きる力」を養うために、自然体験活動や集団宿泊活動のもつ意味は大きいと考えます。 
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令和元年度 自然の家の通信簿  

＜利用団体アンケートの結果から＞ 

 令和元年度は４月から３月まで、県内外より 399 団体、31,548 人のみなさんから当施設をご利用いただきま

した。ご利用いただいた際にアンケートの記入をお願いしています。施設の今後の運営に役立てていきたいと

思います。アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。 

※各設問では、次の１～４段階の中から選択し回答いただきました。  

 

≪４－とても満足 ３－満足 ２－やや不満 １－不満≫ 

 

１ ねらいの達成度 → ３．８ （３０年度 ３．９） 

設問：「今回、自然の家を利用されて、利用のねらいや目的は達成されましたか。」 

＜主な回答＞ 

○仲間づくりが目的だったので、フォトオリエンテーリング・インドアアスレチックをグループでできて仲良

くなれました。（大学） 

○児童が自主的に行動するようになりました。（小学校） 

○子どもたちが存分に活動することができました。（小学校） 

○子どもたち一人一人が、責任をもって活動、行動することができました。（中等教育学校） 

○「仲間づくり」というねらいを達成できる場であると感じました。（中学校） 

○子どもたちに合った内容の活動ができました。（幼稚園） 

 

各利用団体のねらいが十分に達成できるよう、私たちも事前の打ち合わせや当日の活動をお手伝いさせてい

ただき、少しでもお役に立ち、力になっていきたいと思います。 

 

２ 職員の対応 → ３．９ （３０年度 ３．９） 

設問：「少年自然の家職員の対応や指導はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○とても温かく迎えていただき、ありがたかったです。（大学） 

○厳しいところは厳しく、フレンドリーなところはフレンドリーでした。細かいところまで配慮いただきまし  

た。（中等教育学校） 

○活動に入ってもらい、スムーズに活動できました。（少年団） 

○とても親切に説明、対応していただきました。（スポーツ少年団） 

○丁寧に教えていただきました。（中学校） 

○夜間も親切対応でした。（小学校） 

 

「なかよく たのしく げんきよく」をモットーに、子どもたちが「笑顔」で「元気」に過ごせるよう、親

切・丁寧な対応に努めてまいります。 

 

https://www.irasutoya.com/2018/03/blog-post_70.html
https://www.irasutoya.com/2018/03/blog-post_70.html
https://www.irasutoya.com/2018/03/blog-post_70.html
https://www.irasutoya.com/2018/03/blog-post_70.html
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３ 生活・活動 → ３．９ （３０年度 ３．７） 

設問：「少年自然の家での生活、活動は快適でしたか。」 

＜主な回答＞ 

○物品の貸し出しを当日にお願いしたにもかかわらず、対応していただきました。（専門学校） 

○天候にも恵まれ、自然で心を癒やされました。（中学校） 

○ここでしかできないことを経験し、子どもたちはたくさんの宝物を得ることができました。（小学校） 

○テント、快適でした。（小学校） 

△起床から朝食までの時間が長いと感じました。7:00 や 7:15 に設定できるとありがたいです。（高等学校） 

 

朝食の時間ではご不便をおかけしています。所員の勤務時間の関係で、早い時間に準備することができませ

ん。ご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。  

 

４ 施設・設備 → ３．８ （３０年度 ３．５） 

設問：「屋内外の施設・設備はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○大研修室で映像・音響の環境が整っていて、講義・学習活動が充実しました。（中等教育学校） 

○宿泊施設から様々な活動場所が近く、利用しやすかったです。（小学校） 

○カヌー後のサンダル洗い用桶やマットなど、細部にわたり使いやすくしてくださり、大変ありがとうござい 

ます。（小学校） 

△グレーチングが熱で曲がっているものがあるので、順次交換されているとは思いますが、安全面から早めの  

交換をお願いします。ベンチの数をもう少し増やしてほしいです。（中学校） 

△はばたき営火場の物置のカギがなかなか閉まらず、焦りました。（小学校） 

 

 貴重なご意見ありがとうございます。利用してくださる皆様が「安全」に「安心」して活動できるよう、施

設・設備の点検、管理を行います。 

 

５ 食事 → ３．７ （３０年度 ３．６） 

設問：「食事の内容はいかがでしたか。」  

＜主な回答＞ 

○13～14 品目の栄養を考えたメニューをありがとうございました。（スポーツクラブ） 

○十分な量を提供していただき、質・量ともに満足しました。（専門学校） 

○バランスよく食べやすかったです。（小学校） 

△アレルギー対応の確認ができなかったです。（中等教育学校） 

 

７月～９月のメニュー及びアレルゲン表を HP に掲載しています。ご利用ください。尚、アレルギーに関し

ては、除去食は対応できますが、代替食は対応できません。ご了承ください。 

 

６ 満足度 → ９５．７（３０年度 ９４．２） 

設問：「利用にあたって、期待を１００点満点とした場合、満足度は何点でしょうか。」 

＜主な回答＞ 

○職員のみなさまから丁寧に対応していただきました。たくさんの生徒を褒めていただきました。ありがとう 

ございました。（中学校） 

○地震の時、避難誘導も丁寧にしていただき、素晴らしかったです。（小学校） 

 

「なかよく たのしく げんきよく」の活動目標のもと、安全安心を忘れず、利用者の方々から少しでも

満足していただけるように精一杯努力してまいります。 

今後とも、忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 
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今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のための対応により、中止になった事業があり、参加を予

定していた方々にご迷惑をおかけしました。誠に申し訳ありません。 

今後も、当所をご利用お願いします。 

内　　容 募集人数 会　場

1 ４月28日 （火）
6月 1日～6月28日

利用団体

2 ５月26日 （火）
6月29日～7月10日

利用団体

3 ５月28日 （木）
7月13日～8月23日

利用団体

＊中止になりました
4 ６月25日 （木）

8月24日～9月30日

利用団体

７月２3日 （木）

２4日 （金）

  9月26日 （土）

27日 （日）

１月２3日 （土）

２4日 （日）

８月29日 （土）

 30日 （日）

１2月  5日 （土）

 12月  6日 （日）

８月  8日 （土）

８月 9日 （日）

1
10月24日
10月25日

（土）
（日）

一
泊

2
10月31日
11月  1日

（土）
（日）

一
泊

６月１3日 （土）

１4日 （日）

７月１1日 （土） 《キャンプの内容》

１2日 （日）

◎ＳＣ（スマイルキャンプ）

10月24日 （土）

25日 （日）

11月21日 （土） ◎ＦＣ（フレンドリーキャンプ）

22日 （日）

◎ＣＣ（チャレンジキャンプ）

１月  9日 （土）

10日 （日）

２月　6日 （土）

7日 （日）

県内中学高校生

県内留学生

３０名程度

新潟県
少年自然の家

県内中学校生徒会役員
80名程度

 初めての参加でも安心して、そして、気軽に参加でき
る日帰りでの内容で活動します。

園児（年中・年長）20名

とその保護者合計50名程度

※園児の兄姉（小学2年生まで）の

参加も可能

　自然体験活動を通じて集団への適応性や人間関係作り
の資質を高められるよう、自立を支援します。日帰りの
日程で、気軽に参加し活動します。

各回とも
県内小中学生

２０名

五頭連峰
少年自然の家

新潟県
少年自然の家

依頼先
自然の家職員が
出前指導します！

6～９月を除く随時
（地域は下越・新潟地区）

　学校・ＰＴＡ行事や公民館行事・放課後子供教室に出
向き、要望に応じた内容でレクリエーションやゲームを
指導します。

中学生
リーダーシップ研修

12月25日
26日

 参加者が、人間関係を結び、深めることができる力を
高める内容で活動します。

 参加者が、自主的・積極的に行動できる力を高める内
容で活動します。

CC
一
泊

（金）
（土）

一
泊

◎グループワーク実習
◎生徒会行事の企画・立案・実施
◎参加者同士の交流と親睦

（木）
（金）

一
泊

　来県している留学生と新潟県内の中高校生の交流を目的と
し、異なる文化、習慣、言葉をもつ留学生と出会い、触れ合
い、様々な体験をすることで、互いに理解を深めます。

所長杯
グラウンドゴルフ大会

11月17日 （火）
日

帰

り

　グラウンドゴルフを通じて、参加者の健康増進を図
り、親睦を深めます。

新潟県
少年自然の家

新潟県
少年自然の家

他

国際交流
サマーキャンプ

８月20日
21日

（土）５月１6日

９月１9日 （土）

（土）12月１2日

はつらつ体験塾
日帰りミニキャンプ

1 8月23日 （日）
日

帰

り

3

2

SC
日

帰

り

2 10月  7日 （水）
日

帰

り

胎内川
（１）午前の部（２）午後の部

2
（１）午前の部（２）午後の部

SC
日

帰

り

FC
一
泊

1

SC
日

帰

り 　不登校・不登校傾向にある児童生徒に、自然体験活動
や宿泊体験を通じて集団への適応性や人間関係作りの資
質を高められるよう、自立を支援します。

一緒にお泊まり
キャンプinたいない

一
泊

　自然体験活動や異年齢集団による生活体験活動をとお
して、体験活動の楽しさをや集団生活のルールや人との
関わり方を学びます。

新潟県
少年自然の家

他

国立妙高
青少年自然の家

他
FC

一
泊

CC
一
泊

各回とも

県内小中学生

３０名

新潟県
少年自然の家

他

一
泊

　各回、下記の３つのキャンプを行います。

CC

各回とも原則
小中学生を含む

家族２５組
（７０名程度）

令和２（2020）年度　新潟県少年自然の家　主催事業一覧

主催事業名 期　　日

日
帰
り

　自団体の活動プログラム作成のため、引率者に活動を
体験してもらいます。また、同日利用団体間の活動時間
や場所を調整します。

　 ※６～９月利用団体引率者は原則参加

新潟県
少年自然の家

引率指導者研修会

利用団体

1
一
泊

日

帰

り

新潟県
少年自然の家

他

ハートフル
ドリームキャンプ

３月13日
３月14日

（土）
（日）

一
泊

　多忙のため、親子で活動する機会の少ない、ひとり親
家庭に自然体験活動や創作活動を楽しむ機会を提供しま
す。

25家族50名程度
新潟県

少年自然の家
他

1
一
泊 　自然体験や共同生活体験を通して、積極的に活動する

態度を育み、参加者同士で協働することの大切さを学び
ます。
　１：カヌー、野外活動　　　　　　　等
　２：登山、野外炊さん　　　　　　　等
　３：どんど焼き、スキー　　　　　　等

県　内

チャレンジわんぱく 2
一
泊

小学4～６年生

＊第一回は中止になりました
3

一
泊

７０名程度

　季節に応じた自然体験活動や創作活動を家族で楽し
み、絆を深めます。
　１：カヌー・釣り、野外炊さん　　　等
　２：クリスマス料理作り、リース作り等
　３：どんど焼き、もちつき　　　　　等

はつらつ体験塾

＊第一回は中止になりました

60名程度
新潟県

少年自然の家

自然・ふれあい！
家族のつどい

６月20日 （土）
日

帰

り

　『学ぼう・遊ぼう・極めよう』を合い言葉に、自然体
験活動の知識やスキルを習得し子どもたちを支援するた
めの大人向けの事業です。

35名程度
新潟県

少年自然の家
ボランティア研修会
～キャンプの達人～

新潟県
少年自然の家

他

家族で
カヌーに親しもう

1
日
帰
り

　カヌー活動を通じ、家族で水上スポーツの楽しさを体
感します。
　※小学生の体験は４年生以上です。

各部（４回）とも
家族参加で
３０名程度

FC

2
一
泊

3 1月 30日 （土）


